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2023年9月10日（日） マイカ 豊漁丸

若潮：旧7月26日 干潮 17：54(21㎝) 満潮 翌日10:07（45㎝） 敦賀

私 マイカ 15杯 ツレ マイカ 14杯 スルメイカ 1杯

16時30分 集合、受付 釣り座のくじ

17時30分 出船

17時54分 干潮 (21㎝ 敦賀)

12時00分 納竿

【料金】 スーパーロング便 14,000円 氷付き

釣り座は抽選

半夜便 13,000＋1,000円（1時間延長）

【仕掛け】 イカメタルとオモリグを持参

鉛スッテとドロッパーまでの間は1.2m。

ドロッパーのハリスは3㎝。幹糸・ハリスとも3号。

イカメタルの鉛スッテは25号、

オモリグのオモリは30号と指定があった。

※鉛スッテ 四ツ目 赤白、赤黄、赤緑を使用した。

赤白（2個）、赤黄（2個）はサゴシに糸を切られ、なくした。

赤緑はサゴシにかじられ、巻いてある布がボロボロとなった。

ドロッパー エギ1.8号オレンジ、イージースリム赤緑もなくなった。

※水深30ｍ～50ｍまでを狙うと指示があった。オモリグはスピニングリールでやる予定だったので、やら

なかった。

【様子】

○深夜便（22時00分出船）を予約したが、前日に「深夜便は船が小さくなる。今なら半夜便（スーパーロ

ング便）に変更可能だがどうしますか」と連絡があった。半夜便の方が、月がない時間帯であり、風が弱

い予報であったことから、スーパーロング便に変更した。

○「棚は30ｍ～50ｍ。50ｍより深い所はやらない。」と指示があった。「50ｍより深い所を狙うと、サゴシ、サ

バにやられるし、また、サゴシ、サバが浮いてくるので釣りにならなくなる。協力をお願いします。」とアナ

ウンスがあった。

○釣り始め、しばらくして当たりがあった。水深45ｍ。

○また、しばらくして当たった。巻き上げてきたら、大きなフグが掛かったイカを追いかけてきた。イカの身

が半分くらい喰われていた。イカが掛かったら、大急ぎで巻き上げることにした。

○船中、ポツリポツリと上がってくるが、自分には当たりがない。

○ツレはよく釣れているようで、釣り方を教えに来てくれた。話を聞いている途中に当たりがあり、やっと一

杯追加した。ツレの釣り方をまねしてから釣れるようになった。

○かんこにイカが白くなりかけてきたので、クーラーボックスに入れた。自分は7杯、ツレは13杯だった。

○少し当たりが遠のいた。自分はイカを5杯追加した。

○当たらなくなった。拾い釣りと考え、水深50～30ｍを丁寧に探った。深い所で当たりがあった。3杯追加

して納竿となった。

釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/

さっそく、マイカはイカ刺で、スルメイ

カはイカ大根で食べた。美味しかっ

た。
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○船中トップは24杯だった。スーパーロング便は2艇出ていた。他船の釣果もさんざんだったようだ。そん

な状況の中、二人とも15杯釣ったのだから、良い方であった。

【釣り方】

(1) 今日の誘い方 ツレの釣り方を参考に

○大きく竿を2回あおった後、小さく竿を数回あおり、待つ。待っているときに当たりがある。

○イカが触っているのかなとか、何か違和感を感じたら、合わせるタイミングを見計らって、素速く合わ

せた。掛かっているときはグッと重くなる。いなければ竿先が上の方まで上がるので、それに続けて

数回小さくあおって、誘いとした。

(2) 釣れなかった場合は次の棚を探る。

○ゆっくりしたワンピッチ・ジャークを3回する。3回巻くと約2ｍ巻き上がる。

○大きく振り上げて、竿先を戻しながら、リールを3回巻く。

その後、今日の誘い方を行う。

＜以前の日記から＞

(1) ゆっくり竿先を下げてくる

①スーッと竿先大きくあおって止める。

②ゆっくり竿先を下げてくる。

この時、軽くなったり違和感を感じたりしたら、当たりであるので、合わせる。

下げてくる途中で止めることもあった。

③一番下まで下げたら、少し待つ。

ここで当たることも多かった。

(2) ソフトな誘いとロングステイ

①竿を2回あおって、20秒～30秒止める

②当たりがなければ、もう一回あおる。少し待つ。ここで当たりがないか、確認する。

③当たりがなければ、竿をあおり、竿先を下げながら、3回リールを巻く。（仕掛けを2mほど上げること

になる。①にもどる。

＜参考＞

○船長より「マイカはステイでのってくる。」

○スタッフさんより「ステイで7秒待って当たりがなければ、次の棚を探る。」

【振り返り】

○よく釣れる時間帯は、8時～10時くらいだっただろうか。その時の棚は、45ｍ～35ｍだったように思う。

○釣れる時間帯を見極め、釣れる棚を見極めることが釣果につながる。今回、釣れる棚は巾が10ｍあっ

た。

○初め、ゆっくり竿先を下げてくる釣り方をずっとやっていたが、今一だった。ツレの釣り方で釣れるように

なった。釣り方の見極めをすること。

○ステイの長さをどうするか。以前の記録では、「7秒」と「20～30秒」とあるが…。

【次回に向けて】

○豊漁丸 イカメタル 鉛スッテ 25号 四ツ目 赤白、赤緑、赤黄

ドロッパー イージースリム赤緑 赤白

幹糸、ハリスとも3号 枝間 120㎝

※食いが渋ってきたら、他のルアー・色を試す。

釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/
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○ドラッグ調整

マイカは身が弱くて、マイカが強く引くと身切れしてしまう。ツレが数回こういう状況になった。これを防

ぐにはドラッグ調整が必要だ。手で糸を引っ張ったとき（引き方は強すぎず弱すぎず）、ドラッグがすべる

状態にする。当たりがあったら、ドラッグが滑らないようにリール（糸が巻かれているところ）を親指で押さ

えて合わせる。イカが掛かったら、親指を離し、ドラッグがすべる状態にして巻き上げる。

釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/


